
占星術講座テキスト

授業本編　第26話 

〜アスペクト中級編～
複合アスペクト



ホロスコープ上の惑星間の角距離のことを指す
２つの天体は０度、９０度などの特定の角度（アスペクト）を

        形成すると強く結びつき、お互いの働きに影響し合うようになる
アスペクトにはオーブと呼ばれる効果範囲が存在する
占星家によって使用するオーブは若干異なるので後述する
アスペクトには緊張関係を示すものと調和を示すものがある
ソフトアスペクト（60° 120°）
ハードアスペクト（0° 90°  180°）

アスペクトとは



度数の見方



アスペクトのマーク



度数：０°

天体がぴったりと重なっている状態
ソフトもハードにもなる
２つの天体がエネルギーが強調される

コンジャクション



コンジャクション（例）

太陽と月
新月を象徴し、個人の意識と無意識の間の
一体感を示します。

自己認識と感情が密接に結びついており、
内面の調和と平和をもたらす可能性がある。






























































